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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・8月分経過録について、本日締め切り。進捗状況について小嶋SGMへ報告すること。
・表紙について、服薬変更や治療計画があった方は反映すること。
・疾患別診療計画書、経過録について、次回締め切り10/7（金）。
　疾患別診療計画書は新書式へ変更し、利用者様からのサインが必要となるため計画的に作成し提出できるようにすること。
・学術について、計画的に進めていくこと。

・庭田　美紀子様～本日より正式利用開始している。利用日は月・水・木曜日。
・淡路　智恵子様～今週中に認知症検査実施予定。小嶋SGM対応。
・体験利用
　北病棟入院中の日向端　庸夫様、松川　順子様の体験利用について毎週木曜日に加え、水曜日午前中も追加となる。
　

＜利用者様情報＞

デイケア
・鈴木　惇浩　様～9/16（金）13:30より就労継続支援A型「三本の木」にて、サービス担当者会議実施予定。
　　　　　　　　　9/1（木）から就労開始しており、火曜日デイケア利用予定だったが本日、本人から電話連絡あり。就労日は月～土、休みはその間で不定期に1日とのこと。デイケア利用日についてはまだ決めていないと話している。三浦PSWへ情報提供している。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～9/2（金）デイナイトケア利用時に無断外出あり。
その後、週末の様子について青風荘から情報提供あり。土日は落ち着いて過ごしていたとのこと。スタッフ付き添いにてよこまちストアまで散歩している。
　　　　　　　　　本日、来所後は外を気にする様子等は無く落ち着いて過ごしている。散歩したい時などは、スタッフへ声を掛けて欲しいことを伝え「はい」と返答している。
・倉石　ヨシエ様～本日の昼食時、味噌汁のみ摂取し他は残食している。「便が出ていない」、腹部が「びりびりして痛かった。今は大丈夫。」と話している。便秘の日数や排便状況など青風荘と情報共有していく。
＜グループホーム利用者様　情報交換＞
・繁名　和恵　様～9/2（金）伴内科受診し、血液・24時間心電図検査の結果を聞いている。中性脂肪高値、甲状腺や心臓には異常なしとの診断を受けている。
　　　　　　　　　デイケア利用時、血圧高値となることある為、今後も経過観察していく。
・番沢　政勝　様～右足首痛持続している為、9/2（金）工藤整形受診している。レントゲン検査実施し、骨には異常なく軟骨が減ってきているとのこと。歩行時の姿勢を直すように伝えられている。湿布と軟膏を処方されている。
・淡路　智恵子様～本日、金銭について相談の為、義姉の元を訪問している。話し合いの結果については後日連絡いただくこととしている。
・中村　茂　　様～グループホーム世話人が入浴状況の確認をしている。洗身については終始イスに座った状態で臀部を洗わず、顔や首も洗わずにいる。洗顔に関しては「たまに洗う」と話すが水洗いのみとのこと。洗顔フォームを使用することを助言している。
＜青明舎利用者様　情報交換＞
・富田　紀子　様～9/6（火）13:30～デイケアにてモニタリング実施予定。
・下記利用者様9/7（水）13:30～報告書の説明予定。
山田　隆雄様、古舘　正行様、津嶋　イチ子様

・高柳　和子　様～8/31（水）定期訪問実施。体調について「良い、夜も眠れている」と話している。1週間、頓服薬を服用せずに過ごせているとのこと。食事は弁当を買ったり、ご飯を炊いておにぎりを作ったりしているとのこと。土日に外出し、鍋の値段を見てきたが一番安かったよこまちストアで購入したとのこと。10月の青明舎行事ぶどう狩り参加希望聞かれている。
・青木　紀子　様～青明舎利用時、特定男性利用者と行動していることが多く見られている。一緒に外出していることもあるとのことで、距離が近い為様子をみていく。

　　　　　　　　　デイケア利用時、本人より小嶋SGMへ相談あり。上記男性利用者について、「好意を持たれている。自分も気になる」とのこと。「家に招きいれて、アルコールを一緒に飲んだ。それ以上のことはなかった」と話している。現在の交際相手にもそのことは話し、「けんかはしたが現在はまるく収まっている」とのこと。今後は、男性利用者と連絡を取らないようにすると自身で結論付けている。

　　　　　　　　　※本人は、小嶋SGMだけへの相談として話しているため、他スタッフは情報把握のみにおさめること。

・田中　一　　様～9/3（土）青明舎利用時、女性利用者に「付き合ってください」と交際を求めることあり。相手からは断られ、その後しつこく声をかける様子はない。インターネットでWｉ-Fｉついて調べることあり。気分変動、病状変化の可能性ある為、様子観察していく。

・中居　美津子様～9/4（日）定期訪問実施。「体調は良くなってきている」とのことで、整形の受診は「止めてもいいかな」と話している。「整形の分のお金を、青南病院の支払いにまわせるかなと思うけどうまくいかない」とのこと。右前歯の差し歯が欠けており、歯科に行きたい。眼科にも行きたい。と受診の希望聞かれている。

　　　　　　　　　姉からもらえる小遣いが1万円増えたが「彼岸で支出も増える」と話している。「姪に4,000万入った通帳を預けている」と話している。そういった情報はなく、妄想発言の可能性あり。

＜外来情報＞

・高阪　博英　様～特に変わりなし。アルコールも我満出来ていると話している。

・清水　泰雅　様～特に変わりなし。夜間も眠れていると話している。

・田中　一　　様～就労について医師へ相談している。近いところと言うことで、うみねこ幸房を勧められている。今後、考えていくとのこと。

　　　　　　　　　デイナイトケア利用時に、他利用者から「逆セクハラを受けている」と話している。スタッフへ相談するとのこと。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（赤石　陽介様）
実施日：H28年9月5日（月）13：30～14：00

検討内容　目標・計画の確認

	氏名
	赤石　陽介
	性別
	男
	年齢
	34
	生年月日
	S56.9.30

	主病名
	統合失調症

アルコール依存症
	合併症
	腰椎ヘルニア術後、胆石症術後

頚椎後縦靭帯硬化症術後、気管支喘息

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人交流技能の維持・向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	お酒を飲まないようにして、週1回デイケアの利用を続けていきたい

	入院歴
	計24回当院12回（最終：H28年5月20日～H28年8月20日）

	通所歴
	5回目

前回：H28年2月8日～H28年5月20日（週1回/水曜日）

今回：H28年1月18日～現在　　（週1回/水曜日）

	その他サービス利用
	青明舎、就労継続支援B型チョコクッキー、訪問看護

	住居：両親と同居
	家族構成

父、母、姉（岩手県在住）

保護者：母

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	
	他　自立支援医療受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒を継続し、病状管理を行いながら生活を維持する。
	①飲酒をせずに、確実な服薬を行う。
	①飲酒を控え、確実な服薬が出来るようになる。


	①飲酒をせず、週1回デイケアへの通所を継続する。飲酒をしたくなった時や、飲酒時には報告できるようになる。来所時本人の体調・生活状況を確認し、服薬状況、飲酒の有無を確認していく。飲酒に関する報告があった際には飲んでしまった経緯を確認し、連続飲酒にならない様対処法を検討していく。

	
	②不安、不満を解消できるようになる。
	②不安、不満を感じた際に、自分から相談できるようになる。
	②不安、不満を感じた時すぐ相談する。本人から相談があった際には状況を確認し、適切な対処法を本人と検討していく。来所時には不安、不満の有無を確認し、早期解消を図っていく。

	
	③適切な対人交流が出来るようになる。
	③SSTに参加し、対人交流技能の向上を図る。
	③SSTに自分から参加し、発言出来るようになる。本人の参加状況を確認し、SST場面での発言を促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状

※開始2日である為、達成度は未記載としている
	今後の対応

	①飲酒を控え、確実な服薬が出来るようになる。
	・退院後からは抗酒剤を服用しており、飲酒はしていないとのこと。飲酒欲求はまだあると話す。

・服薬はしており、問診時注射をしている。

・左肩の痛みを訴えており、少し動かすだけでも痛みがあるとのこと。普段の生活場面では、大きく肩を動かすことはないが、食器洗いや書字の際などに支障は見られていない。

・AAに参加しており、今後も参加していくことを希望している。
	今後仕事や対人関係の不安・悩みから飲酒を行う可能性がある為、今後も目標を継続し、抗酒剤を確実に服用し、断酒を継続出来るよう関わっていく。飲酒してしまった場合は、経緯を振り返り、断酒へと繋げられるよう対応していく。

	②不安、不満を感じた際に、自分から相談できるようになる。
	・不安不満については、「飲みそうになった時どうすればいいか不安がある」と話している。何か確認したいこと等がある際には、自分から相談できており、都度スタッフと対処法を検討している。
	自分から話すことが出来ているが、今後仕事や対人関係の不安、不満が聞かれる可能性がある為、今後も目標を継続し、不安の早期解消が出来るよう関わっていく。

	③SSTに参加し、対人交流技能の向上を図る。
	・来所時は、スタッフと交流しながら過ごしており、プログラムにはスタッフの促しにて参加し、自分から発言する様子が見られている。

・前回利用時に、対人関係について、本人の一方的な理由で不満を話すことがあったが、現在そのような様子はない。
	SSTへの参加は出来るようになってきている為、今後も目標を継続し、SSTにて対人関係能力の向上を図り、実践にて活用することが出来るよう関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒を継続し、病状管理を行いながら生活を維持する。
	①飲酒をせずに、確実な服薬を行う。
	①飲酒を控え、確実な服薬が出来るようになる。


	①飲酒をせず、週1回デイケアへの通所を継続する。飲酒をしたくなった時や、飲酒時には報告できるようになる。来所時本人の体調・生活状況を確認し、服薬状況、飲酒の有無を確認していく。飲酒に関する報告があった際には飲んでしまった経緯を確認し、連続飲酒にならない様対処法を検討していく。

	
	②不安、不満を解消できるようになる。
	②不安、不満を感じた際に、自分から相談できるようになる。
	②不安、不満を感じた時すぐ相談する。本人から相談があった際には状況を確認し、適切な対処法を本人と検討していく。来所時には不安、不満の有無を確認し、早期解消を図っていく。

	
	③適切な対人交流が出来るようになる。
	③SSTに参加し、対人交流技能の向上を図る。
	③SSTに自分から参加し、発言出来るようになる。本人の参加状況を確認し、SST場面での発言を促していく。


